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研究課題 
市川真間周辺地域の地域活性化の可能性--千葉商科大学学部生と商店街の日常的なかかわ
りを通して 
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る達成度 
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該当なし 該当なし 該当なし 

１．研究成果の概要 

  本研究は、近年注目されている主体的な学びを促す教授・学習の手法であるアクティブ・ラーニングのう

ち、大学教育として実施される地域の諸団体とかかわるアクティブ・ラーニング活動へ参加することと、その

活動に関係する商店街内店舗と大学生との間に生じるかかわりとの関連に焦点を当て、量的調査を用いて明ら

かにし、関係人口論の観点から考察するものである。関係人口論において、このようなアクティブ・ラーニン

グ活動は関係人口の創出につながるとされており、本研究では、創出された関係人口が地域と築く関係性の内

実について考察した。 

 調査より、アクティブ・ラーニング活動により商店街内店舗の方々と具体的な関係性が生じたことで、参加

する回数が多いほど「入りにくい」と感じながらも実際には利用回数が増える、というかかわりが生じたこと

が明らかとなった。それにより、若者と地域とのかかわりについて検討する関係人口論における関係のあり方

について、多様な展開の可能性が提示された。 
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とまちづくり」『地域社会学会ジャーナル』No.1，地域社会学会ジャーナル発行委員会，17-21. 

猪熊ひろか，2021，「地域の諸団体とかかわるアクティブ・ラーニング活動と関係人口論――商店街とのかか
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【学会発表等】 

 

３．主な経費 

研究を進めるために必要な、関連書籍、OA 関連機器、学会費など。 

 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

特になし。 

 

 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 

 

 


